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*
ミ
カ
ン
と
養
鶏
の
複
合
経
営
は
日
戸

の安定化を図るには複合経営しかありません」椎平重

雄さん(坂本)はこうさ っぱりと 言 います。� 

150 -:~-のミカン栽培で生活することに限界を感じた

椎平さんは養鶏経営を始めてすでに� 7年 。 ミカン士mを

開拓して� 2棟(むね)の鶏合を建て� 1万羽を飼育して

います。� 

O … ピヨピヨ鳴くひよこから 65日で若鶏として出荷。

年間に� 4回の入れ替えが行われています。65日聞のう

ち最初の10日間は45度に嵐度調整， その後は20度ほど

に調主主しています。何と 言っ ても相手は生 き物。室内

のj足度や殺菌には気を使うようです。

しかしながら，重雄さんの委;歌子さんは「町内にも

ハウスを利用した複合経営カ、多いですが，イチゴなん

かは夜遅くまで大変らしいですね。養鶏の場合は夜ま

ですることはなく ， エ サや消毒なんかもほとんど機械

世帯数 ト923 男� 4.080 
人口 �  8.213 女� 4.133 
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的にな っていますので楽でルす」と話しています。

一複合経営農家をたずねて� (3)ー ，
-
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|3月議会

V
腿
村
総
合
桜
山
附
モ
デ
ル
事
業
お
よ

-高額療養費貸付基金制度も制定

一

勝
浦
問
議
会
三
月
定
例
会
は
十
日

一

一
に
開
会
し
、
昭
和
瓦
十
二
年
度
勝
浦

一
�
 

…
町

一
般
会
計
予
算
ほ
か
二
十
六
件
を

一

一
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
陳
情
四
件
を

一

一
処
理
�
 (
っ
ち
二
件
は
警
統
一
審
査
)
を

一

一
行
い
、

二
寸
二
日
開
会
し
ま
し
た
。

一

一

な
お
本
定
例
会
に
お
い
て
、
本
町

一

一
の
財
政
事
情
か
ら
午
先
し
て
経
費
節
�
 …
�
 

…
減
の
亭
主
小
す
と
い
う
こ
と
で
、
議

一

一
員
お
よ
び
特
別
職
の
旅
費
に
つ
い
て

一

一
改
正
案
二
件
い
か
議
員
提
笑
に
よ
り
徒

一

一
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
四

』

V
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
ο

ま

一


一
た
議
員
の
各
常
任
委
員
会
ご
と
の
議

一
 

…
員
研
修
祝
祭
に
つ
い
て
も
、
自
己
負

一


一
拐
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合

一
 

…
わ
せ
し
ま
し
た
。

V

町
農
業
の
対
応
施
策
は

七
議
員
が
一
般
質
問

こ
の
三
月
定
例
議
会
で
七
議
員
が


町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま


し
た
。


す
。 お

も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で


山
本
美
芳
議
員

刷
用
道
勝
浦
羽
ノ
浦
似
沼
一
止
パ
イ
ハ

ス
計
画
に
つ
い
て
�
 公
共
用
地
に
売

却
し
、
そ
の
所
得
に
か
か
わ
る
凶
民

健
康
保
険
税
の
査
定
に

つ
い
て

中
西
晴
美
議
員
�
 

び
畑
総
事
業
と
取
組
む
昭
和
五
寸
二

年
度
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
�
 地
方

債
な
ら
び
に
債
務
負
同
行
為
の
悩
逝
計

画
に
つ
い
て
�
 農
村
地
域
工
業
導
入

特
別
対
策
半
業
に

つ
い
て
�
 
国
民
健

康
保
険
税
の
財
税
法

4
と

一
般
町
民

に
対
す
る
わ
か
り
よ
い
�
 

に
つ
い

て
V
町
校
の
推
絡
に

つ
い
て
�
 社
会

教
育
の
重
点
目
株
と
尖
施
計
画
に

つ

い
て
�
 
学
校
教
育
の
現
況
と
中
日
午
卒

業
者
お
よ
び
町
内
出
身
高
卒
者
の
進

路
状
況
に
つ
い
て
�
 病
院
経
営
に
つ

い
て岡

本
宮
治
議
員
�
 

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
に
見
る

マ
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
あ
り

が
と
う
マ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
お

V V

世
話
に
な
り
ま
す
マ
お
に
い
さ
ん
、


お
ね
え
さ
ん
が
ん
ば
ろ
っ
。


小
関
武
夫
議
員

現
行
財
政
に
お
け
る
町
長
の
必
一本

姿
勢
に
つ
い
て

マ
昭
和
五
イ
二
年
度
重
点
地
策
に
つ

日T
単
道
路� 
E士� 

I一良� 
1;1事
四業

千
万

一『円
申調』噂�  

を
也、『司‘ーー

45 V
M4

 

Z

二
千
五
�
 万
円
(
生
名
野
間
排
水
路
)

ミ;機一

ー同

農
村
地
滅
工
業
導
入
特
別
対
策
事
業

い
て
マ
正
木
ダ
ム
に
つ
い
て
マ
畑
総

事
業
に
つ
い
て
マ
モ
テ
ル
整
備
事
業

に
つ
い
て
マ
病
院
事
業
に
つ
い
て

押
粟
義
雄
議
員

勝
浦
町
農
業
に
対
応
し
た
地
策
に

つ
い
て

マ
本
町
山
股
業
の
経
営
の
笑
態
調
査
に

つ
い
て
マ
収
益
性
の
高
い
作
物
の
選

択
に
つ
い
て

州
民
村
総
合
献
血
備
モ
テ
ル
事
業
の
推

進
と
今
後
の
取
組
方
に
つ
い
て
�
 勝

浦
町
行
財
政
改
善
調
査
会
の
答
申
に

基
づ
く
対
応
策
に
つ
い
て

西
浜
勝
巳
議
員

町
営
住
宅
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て

林
道
に
対
す
る
補
助
対
策
に
つ
い


て
V
勝
浦
町
行
財
政
答
申
に
対
す
る


理
事
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
�
 同
氏


春
闘
に
対
す
る
各
理
事
者
の
認
識
に


つ
い
て


滝
口
良
一

議
員

行
財
政
改
善
調
査
会
の
答
申
と
町

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
�
 交
通
安

全
対
策
と
そ
の
指
導
に
つ
い
て

V V V V V

V
V

V

こ
の
議
会
で
決
っ
た

主
な
も
の
は
�
 

年
度
予
算
4
千
万
円
を
減
額

昭
和
五
十

一
年
度

一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
三
千
九
百
八
十
三
万
八
千

円
を
減
額
し
、
総
額
は
十

一
億
四
千

七
百
八
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

畠
�
 

臼
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
は
�
 
3
憶

2
千
万
円

昭
和
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額

三
億
一
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
度
対
比
十
九
れ
の
地
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

-
使
用
料
条
例
を
改
正

改
柏
や
農
道
(
圏
内
道
)
の
新
設

等
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
使
用
料
が
、

一
時
間

に
つ
き
、
二
千
四
百
円
か
ら
二
千
七

百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-
保
育
所
の
条
例
も
改
正

こ
の
改
正
で
各
保
育
所
の
入
所
定


員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。


マ
横
瀬
保
育
所
百
二
十
五
人
マ
生


比
必
然
保
育
所
八
十
人
マ
出
江
保
育


所

三

十

人


-
老
人
憩
い
の
家
を
横
瀬
に
設
置

勝
浦
町
老
人
い
こ
い
の
家
を
生
比

奈
之
人
必
い
の
家
に
名
称
を
変
更
し
、

三
渓
宇
古
川
に
新
し
く
横
瀬
老
人
恕

い
の
家
を
設
也
し
ま
し
た
。

-
M

V

、、
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-6、呈己LEI.IB霊 903，985TP3 陸空� 一般
当初予算のあらまし|:z:>;'al 

，戸、、、

(0.6%) 

使用料及ひ'
手数料� 

19，034(21%) 

分担金

及び負担金� 

6，669(07%) 

交通安全対策� 431
特別交付金� (01%)

;!t会費 25，532予備費� 5，548 

五
十
二
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
は
九
億
三
百
九
十
八
万
五
千

円
で
、
前
年
度
当
初
よ
り
二
千
八
百
五
十

一
万
二
千
円
、

三

・
一

れ
の
滅
。

こ
と
し
も
、
国
の
予
算
編
成
方
針
を
も
と
に
諸
経
費
の
節
減
合

理
化
を
図
り
、
住
民
の
福
祉
充
実
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

歳
入
歳
出
の
内
訳
は
っ
き
の
ク
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

町
民
が
納
め
る
税
金
は

一
人
あ
た
り

一
万
三
千
円
で
、
こ
れ
に

対
し
て
町
民
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、

一
人
あ
た
り
十
一
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

向務費� 
272，215 
(30 1%) 

(2.9%) 

性� 

人件費�  
L94% 

37.1% I質� 
336，051千同

JjIJ 

内� 
1239% 

訳� 
昔呈~;~草草寄 

215，657千可

14，8% 

哨1~}J 唱昔、l 
32.1551同
 
(35%) 


也面合同付金�  
2，069C子μ4� 

~ζL 
I'~.とι 令 

12.1αJT rrJ 
(1 3X:) 

f¥  

物 件 費 �  代事1.!l.1日.¥.，，1I� 

133，152千四 12.921千同�  
(1.4%) 

干� 1品世�  

5.548千四� 
(0.7%) 

一
部
改
正
。

さ
い
。

-
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
の

設
置
条
例
を
制
定

国
民
健
康
保
険
の
長
期
に
わ
た
る

財
政
の
健
全
な
運
営
を
す
る
た
め
、

財
政
調
艶
基
金
設
置
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

-
そ
の
他
の
議
決
事
項

マ
専
決
処
分
の
報
告

二

件 

(①

昭
和
五
十

一
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算 
(
九
号 
)②
職
員
退
職
手
当
組
合
の

規
約
の

一
部
改
正 
)
マ
地
方
自
治
法

第
二
百
三
条
の
規
定
に
よ
る
者
の
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
の
条
例
一
部
改

正
マ
町
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理
条

例
の
一
部
改
正
マ
消
防
団
員
の
定
員
、

任
命
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

マ
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
マ
工
事

請
負
契
約
の
締
結 

(公
営
住
宅
古
川

団
地
新
築
工
事
)
マ
昭
和
五
十
一
年

度
病
院
卒
業
特
別
会
計
補
正
予
算
マ

昭
和
五
十
二
年
度
病
院
事
業
特
別
会

計
予
算
マ
昭
和
五
十
二
年
度
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
マ
町
道
の
認

定
お
よ
び
変
更
マ
職
員
定
数
条
例
の

と
は
住
民
福
祉
課
へ
お
閉
会
せ
く
だ

が
制
定
さ
れ
ま
し
た 

D

く
わ
し
い
こ

い
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け
る
条
例

か
た
に
対
し
、
高
額
療
養
貨
の
支
払

高
額
療
整
資
の
支
払
い
が
困
難
な

-
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
を
設
置

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
52年度一般会計当初予算のあらまし
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務
的
経
伐
の 

加
に
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
人
科
貨
は
、
昭
和
山
十
八
年

末
の
石
油
危
機
と
そ
の
後
の
狂
乱
物

価
を
反
映
し
て
、
凶
十
八
年
対
四
十

九
年
比
は
.
実
に
四
七

・
」ハ
γ
の
仰

ひ
を
不
し
、
そ
の
後
も
毎
年
一 

O
U3

桜
度
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
の

扶
助
費
や
補
助
費
等
も
、

老
人
医

療
、
乳
児
医
療
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る

福
祉
政
策
の
拡
充
に
よ

っ
て
、
毎
年

地
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
公
償
資
も

m

総
年
二 

仁
か
ら
三 

む
の
ハ
イ
ベ

O

O

合
そ
の
ほ
か
に
あ
る
わ
け
で
す
。

こ

の
ほ
か
に
、
ご
み

・
し
尿
処
理

・
公

害
対
策
な
ど
、
十
年
前
で
は
子
忽
も

し
な
か
う
た
新
し
い
行
政
需
要
の
地

加
も
町
財
政
の
大
き
な
負
担
と
る

っ

て
お
り
、
そ
れ
が
第
四

の
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
の
財
政
状
況
は

さ
て
そ
れ
で
は
、
町
財
政
の
現
状

は
と
の
よ
う
に
悪
化
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
す
。

少
し
専
門
的
に
は
な
リ
ま
す
が
、

町
の
財
政
状
況
を
示
す
数
値
と
し
て

経
常
収
支
比
率
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
陥
聞
い
年
に
い
い
ま
す
と
、

ア
小
だ
ん
に
は
い

っ
て
く
る
お
金
で

ふ
だ
ん
に

い
る
金
を
割

っ
た
も
の
」

で
す
。
つ
ま
り、

こ
の
比
率
が
高
い

ほ
ど
財
政
力
に
弾
力
性
が
る
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
決
算
統
計
に
よ


る
県
下
問
六
町
村
の
平
均
経
常
収
支


比
不
は
、
七
九
・
九

1
で
す
。

こ
れ


に
比
較
し
て
勝
浦
町
は
、
九 

・
一


ー
に
な

う
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
を


も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
い
う
と
、


県
下
町
村
の
平
均
て
は
、
ふ
だ
ん
に


は
い

っ
て
く
る
お
金
の
約
二
割
は
、


家
を
建
て
た
り
道
路
や
絡
を
か
け
た


り
す
る
投
資
的
花
賞
に
ま
わ
せ
る
か
、


勝
浦
町
て
は
そ
の
お
金
が
一
割
弱
し


か
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。


も
う
一
つ
町
の
財
政
力
を
知
る
数

仰
に
公
仙
川
町
比
率
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
r

こ
れ
は
、
「
ふ
だ
ん
に
は
い

う 

で
総
事
業
費
十
二
億
円
を
投
入
し
て 

C

Il--

一

故

近

の
新
聞
記
事
て 

ピ
ン
チ
に

ゆ

申
立
つ
地
方
財
政
均
と
か

り地
方
財
政
町

一
の
危
機
。
と
い
う
記
ギ
を
よ
く
凡
か

一

白
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町

一

勝

浦

町

の
台
所
も
、
そ
の
例
外
て
…

一
は
な
く
、
ま
さ
に
財
政
危
機
に
直
前 

… 

+
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、町

一
去
る
二
月
十
日
勝
浦
町
行
財
政
改
善 

…

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
調
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
答
申
を
も

一 

か
ら
凶

0
7

…
と
に
、
町
財
政
の
現
状
や
こ
の
危
機

一

c 

一
を
乗
り
切
る
方
策
に
つ
い
て
述
べ
て

ゆ

で
す
。
こ
れ
は
、
国
税
三
税 

(所
得

一
み
る
こ
と
に
し
ま
す 

…税
・
法
人
税
・
酒
税 
)
の
三
二
十
わ
を

h

o
h

な
ぜ
地
方
財
政
が

危
機
に
お
ち
い

っ
た
か

ま
ず
、
町
財
政
の
現
状
を
説
明
す

る
前
に
、
な
ぜ
地
方
財
政
が
危
機
に

お
ち
い

う
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お

町
の
予
算
の
三

を
占
め
る
主
要
財
源
は
地
ん
交
付
税

て
く
る
お
金
の
っ
ち
、
借
金
の
元
利

似
越
金
に
充
て
た
班
十
は
い
く
ら
か
」

と
い
う
数
値
で
す
。

こ
れ
も
、

昭
和
五
十
年
度
の
決
算

統
計
で
み
る
と
、
県
下
四
六
町
村
平

均
が
八

・
九
れ
に
刈
し
、
勝
浦
町
は

一
0
・
」ハ
れわ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
こ
の
比
率
は
こ
れ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
進
め
て
ゆ
く
と
次
第

に
高
く
な
り
、
昭
和
五
十
四
年
ご
ろ

に
は
一
八
れ
台
を
越
え
る
こ
と
が
子

恕
さ
れ
て
い
ま
す
り

以
上
二
つ
の
数
値
だ
け
で
、
町
の

財
政
を
即
断
す
る
の
は
や

、
荒

っ
ぽ

い
感
じ
て
す
が
、
財
政
構
造
と
し
て

は
非
常
に
惑

い
状
態
に
あ
る
と
い
え

る
わ
け
で
す
。

当
面
す
る
行
財
政
に

国
か
ら
地
方
に
配
分
す
る
制
度
な
の

で
す
が
こ
の
交
付
税
が
、
景
気
の
悪

化
と
と
も
に
大
幅
に
伸
び
な
く
る

っ

r て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
高
度
経
済
成

長
時
代
に
は
、
前
年
に
比
べ
て
二 

カ
ら
問
。

?
も
伸
び
て
い
た
の
が
、

昭
和
五
十
年
に
は
わ
ず
か
四

・
八
七

の
微
同
川
、
五 

1
一
年
度
で
も
、
一 

0
・

九
れ
し
か
伸
び
な
か

っ
た
の
で
す
。 o 

ー
ス
で
制
加
し
、
昭
和
瓦
十
二
年
に

は
約

一
億
円
に
達
す
る
見
込
み
で
す
υ

こ
う
し
た
義
務
的
経
費
の
増
加
の

ほ
か
に
、

第
一ニ
の
原
因
と
し
て
は
超

過
負
制
一と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
は
、
大
阪
府
の
烈
津
市
が
国
を
相

手
取

っ
て
起
こ
し
た
摂
津
訴
訟
で
ご

ゑ
知
の
か
た
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
か
か

勺
た
経
貨
と
制
助
会
計

算
の
基
礎
と
も
る
ん
市
制
に
大
き
主
差

が
あ
る
の
で
す 

つ
ま
り
、
す
の
補

助
金
を
く
れ
た
は
ず
な
の
に
、
実
際

に
は
す
か
す
し
か
く
れ
て
い
む
い
の

そ
の
差
額
が
町
の
負
仰
と
な
っ
て
い
る 

u

地方財政の危機を乗り切るために


行財政改善調査会の答申か山ら

O
P
L

毎
年

一 

門
の
伸
び
ヰ
と
い
う
こ

れ
h

ど
の
よ
う
な
答
申
が

で
は
次
に
、

勝
浦
町
で
は
ど
の
よ

と
に
な
れ
ば
、
物
価
の
値
上
が
り
なc

ど
を
考
え
た
場
合
実
質
的
に
は
伸
び

率
な
し
と
い
わ
る
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
@
こ
れ
が
第
一

の
原
因
と
い
、
え
ま
す

次
に
第
二
の
原
因
は
、
人
件
費
、

扶
助
皆
、
補
助
的
、
公
償
資
る
ど
義

う
な
卒
業
を
か
か
え
て
い
る
か
、
ま

た
そ
の
た
め
に
行
財
政
改
善
調
査
会

か
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
の
答
申
が
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
す
で
に
計
画
し
て
実
施
し

て
い
る
事
業
と
し
て
は
、
同
和
対
策、

畑
地
総
合
整
備
、
公
営
住
宅
の
建
設
、

辺
地
対
策
、
山
肱
村
地
滅
工
業
導
入
特

別
対
策
、
し
尿
処
理
場
建
設
事
業
な

ど
の
ほ
か
、

町
単
独
に
よ
る
町
道
改

良
舗
装
事
業
な
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
こ
と
し
か
ら
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
七
か
年
計
画

u

こ
の
よ
う
な
超
過
負
担
が
、
叫
FY
校

や
保
育
所
や
公
営
住
毛
を
往
て
た
場

11 1111111
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州
民
村
の
生
産
基
盤
、
環
境
基
盤
の
艶

備
や
環
焼
施
設
の
繁
一
備
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
詳
し

J
U

い
こ
と
は
、
四
月
号
広
報
に
制
裁
さ

れ
た
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
目

444業
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
当
直
す
る
大
き
な
問
題
は
、

老
朽
化
し
た
勝
浦
病
院
の
改
築
て
す

こ
の
病
院
を
移
転
改
築
す
る
か
、
現

地
改
築
す
る
か
に
よ

っ
て
そ
の
経
費

c

が
大
き
く
変
わ
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
す
が
、
現
地
改
築
で
約
二
億
円
、

移
転
改
築
で
は
約
三
億
三
千
万
円
の

資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。

と
ニ
ろ
で
、
今
日
の
財
政
危
機
は


何 

勝
浦
町
だ
け
の
、
)
と
で
は
な
く


全
国
地
方
自
治
体
共
通
の
悩
み
で
も


あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
、
高
度
経
済


成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
移
行
す
る
過


渡
期
の
苦
し
み
と
も
い
え
ま
す
。
し


た
が

っ
て
今
何
が
大
事
か
と
い
え
ば
、


農
村
総
合
笠
備
モ
デ
ル
事
業
が 
-」れ

か
ら
の
目
玉
事
業
と
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
安
定
成
長
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
行
財
政
運
営
の
基
本
を
確
立
す

る
努
力
を
し
る
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
行
政
の
民

主
化
を
、
な
お

一
層
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
行
財
政
改
善
調
官
窓

会
は
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

行
財
政
の
現
状
を
広
く
住
民
の
前
に

つ
ま
び
ら
か
に
し
て
、
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
ま

で
実
施
し
て
き
た
住
民
対
話
と
か
移

動
役
場
の
開
催
を
、
各
地
区
で
聞
く

だ
け
で
な
く
、
各
経
団
体
別
・
職
種

別
に
実
施
し
た
り
、
広
報
を
活
用
し

て
徹
底
周
知
を
心
掛
け
る
べ
き
だ
と

い
う
わ
け
で
す
。

次
は
、
重
点
施
策
の
選
択
と
い
う

こ
と
で
す
っ
こ
れ
は
、
限
ら
れ
た
財

源
で
効
果
的
な
行
財
政
選
営
を
す
る

た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
事
業
を
重

点
的
に
選
択
し
て
実
施
し
て
ゆ
く
、
}

と
が
た
い
せ
つ
で
、
総
花
的
に
何
も

か
も
で
は
ゆ
き
づ
ま
る
心
配
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

第
三
点
は
、

行
政
の
機
構
と
巡
営

の
改
善
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
行
政

.... 


事
務
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
点
検
を

行
い
、
廃
止

・
休
止
・
縮
小
・
統
合
・

移
包
・
委
託
・
改
善

・
拡
充
強
化
な

と
の
ラ
ン
ク
を
つ
け
て
改
善
を
進
め

る
と
と
も
に
、
司
能
な
か
さ
り
の
機

械
化
、
民
間
委
託
の
推
進
、
あ
る
い

は
各
秘
団
体
の
い
や
務
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
と
話
し
合

つ
て
改

善
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
¢

第
四
は
、
産
業
の
振
興
て
す
み
町

の
主
産
物
み
か
ん
が
全
国
的
な
生
産

過
剰
か
ら
重
大
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
こ
の
危
機
を 
山
大
破
す
る
た
め
、

悶
や
燥
の
泊
策
と
合
わ
せ
て
、
温
州

み
か
ん
の
他
口
問
鮮

へ
の
転
換
、
新
し

い
桜
合
経
営
の
惟
進
、
優
秀
な
み
か

ん
を
生
産
す
る
銘
柄
産
地
化
な
ど
の

対
策
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
町
長

が
陣
頭
に
立
つ
指
導
推
進
態
勢
の
確

e

立
が
ぜ
ひ
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

第
五
は
、
支
出
の
効
率
化
と
合
理

化
と
い
う
問
題
で
す
。

こ
こ
で
は
、

人
件
貨
の
節
減
の
た
め
に
、
特
別
職

等
の
報
酬
凍
結
や
議
員
の
定
数
削
減

に
つ
い
て
の
政
治
安
勢
と
か
、帥判
員

の
給
料
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
家
公

務
員
や
県
下
他
町
村
と
の
均
衡
を
は

か
る
た
め
の
措
置
あ
る
い
は
、
欠
員 

不
補
充
の
原
則
の
確
立
と
、
長
期
的

展
望
に
立

っ
た
定
数
管
理
な
ど
が
徒

主一己一
閃
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
件
費
て
は
、
旅
官
、
食
地
賀
、

消
耗
口
山
山
政
等
に

つ
い
て
、

節
減
の
越

本
を
「
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

に
活
き
、
何
か
ら
で
も
、
い
く
ら
か

ら
で
も
節
減
す
る
よ
う
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
な
と
も
、
補

助
を
す
る
団
体
の
公
共
性
公
益
性
と
、

運
営
状
況
や
資
金
状
況
を
十
分
調
査

し
て
適
正
化
を
は
か
る
べ
き
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

第
六
に
は
収
入
の
隊
保
と
い
う
こ

と
で
す 

長
期
的
に
は
、
税
制
服
か
ん

養
の
た
め
の
産
業
娠
興
施
策
と
併
行

し
て
公
正
な
税
の
調
定
、
完
全
収
納

へ
の
努
力
が
要
請
さ
れ
、
分
担
金
負

但
金
、
使
用
料
手
数
料
な
ど
に
つ
い

て
も
、
受
益
者
負
担
、
利
用
者
負
担

の
原
則
に
よ

っ
て
適
正
な
負
担
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
負
担
の
恨
拠
に
つ


い
て
、
例
、
え
ば
保
育
料
の
基
準
と
か


学
校
給
食
費
な
ど
、
そ
の
内
容
を
機


会
の
あ
る
ご
と
に
説
明
し
て
理
解
を


得
る
努
力
を
す
る
よ
う
指
摘
さ
れ
て


い
ま
す
。


最
後
は
、
国
や
県
に
対
す
る
要
望


で
す
。
今
日
の
地
方
財
政
危
機
を
招


い
た
原
凶
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ


う
に
経
済
変
動
と
い
う
か
、
景
気
の


動
向
に
よ
る
影
響
が
き
わ
め
て
大
き


な
原
因
と
な

っ
て
お
り
、
地
方
税
財


u

源
の
ぜ
い
弱
さ
に
あ
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
次

~\ 

の
事
項
を
国
や
燥
に
対
し
て
強
力
な

運
動
を
展
開
し
て
、
そ
の
実
現
を
は

か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

川
白
、
王
財
源
の
根
幹
で
あ
る
地

方
税
財
源
の
充
実
強
化

問
地
方
交
付
税
の
総
額
に
、
安

定
的
確
保
を
は
か
る
こ
と

間
生
活
関
述
社
会
資
本
の
慾
備

お
よ
び
社
会
福
祉
施
策
充
実
の

た
め
の
国
県
補
助
金
の
改
善
充

実
と
超
過
負
担
の
解
消

同
地
方
仙
の
償
泣
期
間
、
金
利

等
の
改
善
と
、
良
質
な
資
金
を

確
保
す
る
た
め
の
公
庫
の
新
設

以
上
の
よ
う
な
行
財
政
改
善
調
査

会
の
答
申
に
基
づ
き
、
今
後
具
体
的

な
改
普
計
画
を
つ
く
り
議
会
と
も
十

分
協
議
し
て
改
善
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

今
後
と
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
格

段
の
ご
協
力
を
切
望
す
る
も
の
て
あ

り
ま
す
。
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c
H

病
害
虫
防
除

過
敏
弘
人

¥-..../ 

曲
戻

作


今
月
か
ら
は
各
作
物
と
も
、
病
虫
害
防
除
や
除
草
、
施
肥
等
を

中
心
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。
が
ん
ば

っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
み
か

ん
悶
の
肋
除
に
つ
い
て
は
、
先
月
桁
符
部
長
さ
ん
を
通
じ
配
布
し

ま
し
た
防
除
歴
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

。
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や
ル
ヒ
ロ
ウ
虫

み
か
ん

の
発
生
し
て
い
る
関

。
病
弱
な
人
や
、
省
機
リ
ン
製
剤
に

。
六
月
の
有
機
リ
ン
製
剤
に
よ
る
防

'
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
カ
ラ
虫
発
生
閣
で
、

除
が
出
米
な
い
と
す
で
に
わ
か
ゥ
て

つ
ぎ
に
該
当
す
る
閣
で
は
、
下
旬
ご

い
る
場
合 

ろ
に
硫
厳
亜
鉛
二
百
倍
加
用
石
灰
イ

-
ダ
ニ
矧
に
は
モ
レ
ス
タ
ン
水
和
剤

オ
ウ
ム
口
剣
八
十
倍
液
を
散
布
し
て
く

千
倍
械
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
司 
(よ

だ
さ
い
。

記
薬
剤 

悦
用
散
和
可
。)

。
ャ
ノ
ネ
カ
イ
カ
ラ
虫
の
生
息
苦
伎

-
そ
う
か
病
・
こ
く
て
ん
病
に
は
下

の
高
い
国 

旬 
1
六
月
上
旬
に
メ
ル
ク
テ
ラ
ン
下

山
川
被
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。 
(
デ
ラ
川

ン
に
か
ぶ
れ
る
人
は
ラ
ビ
ラ
イ
ト
」
ハ
川

百
倍
液
に
し
て
く
だ
さ
い
。)
微
必
要
川

索
欠
之
図
で
は
丘
|
凶
式
ボ
ル
ド
ー
川

液
を
、
マ
ン
カ
ン
欠
乏
闘
は
疏
駁
マ
川

ン
カ
ン
を
ボ
ル
ド
ー
液
十
口
当
り
二

川

十
勺
を
、
ホ
ウ
ソ
欠
乏
闘
で
は
二
十
川

勺
を
加
則
し
て
く
だ
さ
い
。
耐
ん
川
出
川

則
し
た
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
日，

州

つ
っ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

州

企'
訪

花

山

舌

虫

川

毎
年
果
実
の
果
梗
部
に
リ
ン
ク
状
州

の
被
害
の
多
い
闘
で
は
、
デ
ナ
ポ
ン
川

水
和
剤
八
百
倍
ー
収
を
開
花
初
期
と
満
川

花
期
の
こ
ろ
に
散
命
し
て
く
だ
さ
い
，
川 

-
ア

ブ

ラ

山

ム

酬

発
生
初
期
に
ア

ソ
ハ 

水
利
剣
千
川

倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
っ

川一

・
か

い

よ

う

州

川

芽
の
や
わ
ら
か
い
前
半
は 
7

イ
ン
川

ン
剤
下
伯
加
用
ド
イ
ツ
ボ
ー
ド 

川

h
u
m

l

v

H

一八 

液
を
散
布
し
、
後
半
は
ボ
ル
川


ド
|
液
五
四
式
を
散
布
し
て
く
だ
川


缶、
 

土
壌
管
理

l

川

先
月
と
同
じ
く
い
ギ
刈
り
を
わ
う
か
、
川

l
A

除
草
剤 
(グ
ラ
モ
キ
ソ
ン 
)め
散
布
を
川

し
て
く
だ
さ
い
。
以
寸
ん
の
小
さ
い
う
川

ち
が
効
果
が
向
く
作
業
も
裂
で
す
む

川

椴
近
、
足
副
を
し
て
特
に
感
じ
る
こ
川

と
は
、
土
壊
管
理
が
十
分
山
来
て
い
川

な
い
図
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
よ
い
川 

、河 

い
、

ぶ
、

松

、/
小

、い

虫

近
年
、
松
く
い
虫
は
西
日
本
を
中

心
に
大
発
生
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
い
て
も
、
こ
こ
四
、
五

年
前
か
ら
被
害
い
か
鳩
加
し
、
特
に
昨

年
は
東
部
を
中
心
に
大
発
生
し
ま
し

た
。
町
に
お
い
て
も
、
早
急
に
跡
除

し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
昨
年
以
上

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
み
な
さ
ん
に
松
く

い
虫
の
生
態
、
防
除
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
き
「
町

の
緑
を
守
る
し
た
め
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

松
く
い
虫
に
よ
っ
て

枯
れ
る
の
は

今
ま
て
松
い
か
枯
れ
る
の
は

「
7

ツ


ノ
7

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
と
い
う
一二円
，


位
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
原
因
と
考
え


ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
カ
ミ
キ


リ
ム
ン
の
休
に

「 

ノ
ザ
イ
セ
ン


チ
ュ
ウ
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
原


凶
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。


「
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
」
が

「
セ
ン
チ

ュ


ウ
」
を
体
に
も
っ
て
飛
び
ま
わ
り
松


の
新
芽
を
食
べ
ま
す
。

こ
の
と
き
、


「
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
が
村
内
に
入
り
、


中
て
急
激
に
地
貼
附
し
て
、
松
ヤ
ニ
や


水
分
の
通
路
を
破
壊
し
て
ふ
さ
き
ま


dmu

す
。

こ
の
た
め
に
急
速
に
松
が
枯
れ

ま
す
。

/L7
y

ニ
れ
か
ら
が
防
除
時
期

松
く
い
虫
は
寒
さ
に
弱
く
、
冬
期

は
幼
虫
で
被
害
木
の
中
て
過
-
)
し
、

五
月
か
ら
六
月
に
成
虫
と
な
っ
て
外

に
飛
び
出
し
松
の
小
牧
の
皮
を
食
べ

ま
す
。
こ
の
時
期
が
防
除
の
通
期
で

す
。防

除
薬
は
町
の
森
林
組
合
に
あ
り

ま
す
。

枯
れ
た
松
の
駆
除
は

す
で
に
松
く
い
虫
に
よ
っ
て
枯
れ

た
松
は
、
早
急
に
伐
採
し
消
識
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
近
傍
の
松

は
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

駆
除
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
制

助
金 

(
五
十

一
年
度
の
場
合
は

一
立

方
じ
あ
た
り
五
千
二
百
二
十
円 
)
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
被
害
木
の
伐

係
、
消
毒
、
駆
除
に
つ
い
て
は
、
役

場
産
業
課
へ
ご
述
内
柑
く
だ
さ
い
。

，. 
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五孟 長L

且

jijL 五L 

つ� 

管
患
の
第

一
歩
は
草
管
理
か
ら
で
す
。

下
校
に
草
が
か
ら
み
つ
く
よ
う
で
は

い
け
ま
せ
ん
。

つ

め

今
月
い

っ
ぱ
い
の
病
虫
害
防
除
で

「売
れ
る
う
め
」
か

「
た
だ
同
僚
の

う
め
」
か
が
決
ま
り
ま
す
。
特
に
今

年
は
開
花
が
退
く
、
豊
作
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
よ
い
も
の
と
不
良
口
聞

の
差
は
例
年
以
上
に
大
き
く
出
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

病
害
虫
防
除M

-
く
ろ
は
し
病

ト

ッ
プ
ジ
ン
�
 水
利
剤
の
千
五
百

倍
液
を
上
旬
と
中
下
旬
に

一
回
づ
っ

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

-
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
カ
ラ
虫

中
旬
こ
ろ
に
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和

剤
千
五
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ

※
落
葉
果
樹
用
の
水
和
剤
タ
イ
プ
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
枝

毎
年
収
れ
胞
を
多
く
あ
げ
る
た
め
に

は
「
ね
ん
校
」
作
業
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

せ
ん
定
後
に
出
た
新
芽
の
う
ち
、

徒
長
什
伐
を
中
旬
ご
ろ
に
図
の
よ
う
に

折
り
曲
げ
て
お
く
と
来
年
の
結
果
校

と
な
り
ま
す
。
�
 

果

な
り
す
ぎ
の
も
の
は
果
実
ど
お
し

ー
ト
ル
の
出
畦
と
し
、
ア
ー
ル
当
り

恥
肥
二
寸
�
 、

古
土
石
灰
寸
弘
、前可

配
合
十
�
 Z

M

H

あ
な
た
は
知
フ
て
る
グ

モ
グ
ラ
の
退
治
法

が
ン

シム
イセ

リ
ザ

キ
ノ

、、、ソ
ノ

力

7

す

.、ィ、

は

る

因

の
い
原

る
で
が

れ

つ
�
 *

枯

も

ウ

が
に

ユ

松
休
チ

ね

ん

枝

‘つゲ、

仁
W

討
を
は
叩
則
し
て
く
だ
さ
い
臼

h

〈
~
附

る
�
 

m
九

』

�

 

f
'

C
1
1

広
U

K
J
/
 

ノ
'
八
平

勺
�
 $io

~
上
じ

5
い
ね

則
市
川
刷
・
老
業

・
ラ
ン
ナ
ー
等
を
と
り
川

除
き
、
な
る
べ
く
曇
り
の
日
に
十
分
川

鉢
土
を
つ
け
、

一
γ
間
附
に
拙
え
付
川

け
て
く
だ
さ
い
ω

ハ
ウ
ス
は
上
旬
ご
川

し、
税� 
j支

ろ
に
十
日
当
り
百
株
、
加
工
用
は
下
川

l

し
て
く� 
t.:. 
さ� 

親
株
の
植
付
け

州
市
口
虫
の
許
生
め
�
 
い
株
を
い
必
び
、
川

J
U

旬
こ
ろ
に
六
十
株
と
し
て
く
だ
さ
い
。
川

苗
床
管
理

乾
燥
に
注
芯
し
て
十
分
か
ん
水
す

る
と
と
も
に
、
降
雨
時
の
排
水
に
も

つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

親
株
活
着
後
に
タ
イ
ミ

ッ
ト
水
和

剣
山
当
り
四
十
�
 
，
を
水
十
五
日
に
溶

か
し
、
株
に
か
か
ら
な
い
よ
う
散
和

し
て
く
だ
さ
い
。

タ
ケ
ノ
コ

親
竹
の
先
止
め

U

台
風
で
倒
れ
る
の
を
防
き
、
陽
光

透
射
を
良
く
す
る
た
め
、
十

1
十
五

校
を
残
し
、
先
止
め
を
し
て
く
だ
さ
�
 

施

月E

新
し
い
親
竹
の
充
笑
と
地
下
茎
の

伸
長
を
促
す
た
め
、
五
月
下
旬
か
ら

六
月
上
旬
に
化
成
肥
料
五
俵
を
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

平面

モ
グ
ラ
は
非
常
に
賢
い
動
物
な
の

で
、
ち
ょ

っ
と
や
そ

っ
と
で
は
退
却

し
ま
せ
ん
。
器
具
を
使
っ
た
り
、
農

薬
を
使

っ
て
試
み
て
も
効
果
的
な
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
が
こ
こ
に
紹

介
す
る
方
法
は
原
始
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、
以
外
主
は
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
理
は
モ
グ
ラ
の
大
嫌
い
な

振
動
音
を
出
し
て
追
い
払
う
方
法
で
、

ク
イ
の
頭
を
カ
ケ
ヤ
で
た
た
く
と
、

敏
感
な
モ
グ
ラ
は
振
動
音
を
感
じ
、

と
て
も
気
分
が
裂
く
生
活
で
き
な
い

と
ば
か
り
に
、
立
退
料
も
請
求
し
な

い
で
ト
ロ
ン
と
相
成
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。

ま
ず
、
か
し
の
木
か
ク
リ
の
木
で


長
さ
五
十
日
〆程
度
、
太
さ
十
五
1

二


五
勺
の
上
下
を
平
ら
に
切

っ
た
ク
イ


を
十
心
当
り
五
1
七
本
用
意
し
、
図


の
よ
う
に
間
隔
を
と

っ
て
約
半
分
く


ら
い
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
仕
掛
け
は

10アール当りのクイの配置図
出
来
あ
が
り
で
す
。

こ
の
ク
イ
の
頭

を
カ
ケ
ヤ
づ
ち
で
一
筒
所
十
回
く
ら

い
、
朝
八
時
前
後
と
太
陽
が
沈
む
一

時
間
半
く
ら
い
前
の

二
回
、
約
五
日

間
く
ら
い
力
を
入
れ
打
ち
ま
す
。
す

る
と
い
つ
の
間
に
か
畑
か
ら
忍
者
の

ご
と
く
モ
グ
ラ
は
姿
を
く
ら
ま
し
ま

す
。

こ
れ
で
二
1
三
カ
月
は
効
果
が

あ
り
、
作
物
は
安
全
で
す
。
ぜ
ひ
お

試
し
の
ほ
と
を
。
�
 

緩
ま
き
は
コ一

・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

当
り
(
坪
当
り
)に
四
百
五
十
ミ
リ
リ

ソ
ト
ル
(二

・
五
ム
口
�
 )
程
度
を
標
単
と

し
、
無
風
時
を
選
ん
で
ま
い
て
く
だ

さ
い
。

防

除

苗
代
後
期
の
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
、

l

P

い
も
ち
病
の
防
除
に
、
キ
タ
シ
ン

タ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
を
ア
ー
ル
当
り

三
百
づ
を
ま
き
、
水
深
三
円
行
以
上

て
、
散
布
後
三
�
 凶
日
は
湛
水
状
態

を
保

っ
て
く
だ
さ
い
。

イ

チ

ゴ

繁
殖
床
準
備

保
水
力
の
あ
る
肥
沃
地
で
排
水
が

よ
く
冠
水
し
な
い
土
地
に
畦
巾
三
メ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
あなたは知ってるモグラの退治法
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気
楽
に
通
え
る

ふ
ん
い
気
を

入
所
当
初
の
諸
問
題

昭和52年� 5月1日 IJ込

入
所
し
て
問
も
な
い
こ
ろ
は
、
珍

し
い
の
と
保
育
所
へ
行
く
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
幼
い
プ
ラ
イ
ド
も
加
わ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
元
気

に
登
所
し
ま
す
が
、
中
に
は
母
親
と

別
れ
る
の
を
い
や
が

っ
て
泣
く
子
も 型画

い
ま
す
。

ひ
と
り
っ
子
や
内
気
で
お
と
な
し


い
子
は
、
今
ま
で
母
親
と
離
れ
て
友


だ
ち
と
遊
ん
だ
こ
と
が
少
な
く
、
母


親
と
離
れ
る
の
が
不
安
て
泣
き
わ
め


き
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
慣
れ


ま
す
の
で
、
母
親
が
不
安
が
ら
ず
に


「
お
家
て
待

っ
て
い
る
か
ら
」
と
さ

四
月
七
日
に
行
わ
れ
た

生
比
奈
保
育
所
入
所
式

っ
さ
と
帰
ら
れ
る
の
が
賢
明
で
す
。

保
育
所
は
、
始
め
て
の
集
団
生
活

で
あ
り
、
緊
張
の
程
度
は
大
き
く
、

心
理
的
に
も
、
身
体
的
に
も
か
な
り

疲
労
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
帰
毛

後
あ
ら
あ
ら
し
く
振
る
舞
っ
た
り
、

乱
暴
し
た
り
、
い
ば

っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
母
親
に
今
ま

で
以
上
に
甘
え
た
が
る
子
も
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
保
育
所
生
活
に
附
削
れ
て
い

く
途
中
て
み
ら
れ
る
現
象
な
の
で
、

疲
れ
て
い
る
チ
ど
も
の
心
を
理
解
し
、

帰
る
な
り
い
ろ
い
ろ
尋
ね
な
い
で
、

お
や
つ
で
も
与
え
て
、
く
つ
ろ
げ
る

』
ん
い
気
を
つ
く

っ
て
、
暖
か
く
見

守

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

保
育
所

へ
行
く
の
を
い
や
が

っ
て

も
、
病
気
で
な
い
か
ぎ
り
休
ま
な
い

の
が
よ
い
の
で
す
。
休
む
と
保
育
所

の
生
活
に
切
れ
目
が
で
き
、
行
く
こ

と
に
ま
す
ま
す
抵
抗
を
感
ず
る
よ
う

に
な
る
か
ら
て
す
。

ま
た
就
い
ん
で
保
育
所
へ
通

っ
て
い

た
子
ど
も
が
、

一
か
月
く
ら
い
す
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
口
実
て
号
所
を
い

や
が
る
よ
う
に
な
る
子
も
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
育
所
生
活
に
慣
れ
て
、

新
鮮
な
魅
力
が
な
く
な
り
、
規
則
的

な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
の
が
負
担
に

感
ヒ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
、

一
時

的
な
現
象
な
の
で
や
が
て
お
さ
ま
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
付
税
自
身
が
神

経
質
に
な
ら
ず
、
子
ど
も
に
不
安
感

を
も
た
せ
ず
、
十
孔
楽
に
通
え
る
よ
う

な
気
分
に
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
米
か
ら
他
の
作
物
に

奨
励
補
助
金
を
交
付

米
の
生
産
は
ま
だ
ま
だ
過
剰
気
味

で
す
。
こ
の
い
や
業
は
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
た
め
、
米
か
ら
他
の
段
産
物
に

生
産
の
転
換

・
地
成
の
特
性
に
応
じ

た
股
業
生
産
を
推
進
す
る
た
め
の
も

の
で
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
五
十
三

年
度
ま
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
実
施

山
民
家
に
対
し
て
奨
励
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
作
物
は
、
別
表
の
図


の
と
お
り
て
す
。


奨
励
補
助
金
の
額
は

補
助
金
の
舗
は
、
十
川1

当
り
平
均

し
て
、

一
般
奨
励
作
物
四
万
円
、
特

認
作
物
の
う
ち
食
用
作
物
三
万
�
 千
h

申
請
の
方
法
は

指
導
部
長
き
ん
を
通
じ
説
明
資
料

を
回
覧
し
ま
す
の
で
、
実
総
計
画
蓄

を
指
導
部
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
点
は
、

町
役

場
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

急
医
薬
品
投
下
マ
食
制
供
給
な
ど
。

問
、
非
食
用
作
物
三
万
円
、
経
過
措

置
対
象
作
物
四
万
円
と
な

っ
て
お
り
、

特
定
作
物
�
 (豆
類

・
阿
料
作
物
等
�
 
)

に
は
条
件
に
よ
っ
て
特
別
加
算
金
と

し
て
十
寸
当
り

一
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
と
な
る
水
田
の
要
件
は

-
当
該
年
度
に
お
い
て
水
稲
の
作
付

が
可
能
な
水
間

-
昭
和
四
十
四
年
度
の
水
稲
の
収
機

期
後
、
当
該
年
度
の
十
一
月
三
寸
日

ま
で
の
聞
に
水
回
か
ら
造
成
さ
れ
た

普
通
畑

・
出
削
凶
地
及
び
草
地

・

一
枚
を
単
位
と
し
て
稲
の
作
付
が

行
わ
れ
な
い
こ
と

台
風
、
集
中
豪
雨
等
の
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち


一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
十
分


弘
知
識
を
も
ち
、
平
素
か
ら
い
つ
ど


こ
で
災
害
に
あ

っ
て
も
、
十
分
な
体


制
を
佐
、
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
お


く
こ
と
が
大
切
で
す

3


そ
こ
て
、
つ
ぎ
に
よ
り
県
総
合
防


災
訓
練
を
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た


の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の


句
」
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

-
日
時
出
月
十
八
日
(水
)


午
前
八
時
凶
十
丘
分
か
ら
正

午
ま
て
。
�
 

-
場
所
星
谷
僑
下
流
河
川
敷

d
m
 

-
参
加
機
関
等

マ
徳
山
県

・
勝
浦

県総合防災 訓練

台風，集中豪雨等から
身を守るために� 

-5月18日(水)・星谷橋下川河川敷一

町

・
上
勝
町
マ
営
林
署
マ
徳
島
地
方

気
象
台
マ
自
衛
隊
マ
県
筈
察
本
部
マ

電
々
公
社
徳
島
電
気
通
信
部
マ
日
赤

県
支
部
マ
四
国
電
力
マ
勝
浦
町

・
上

勝
町
消
防
団
マ
町
日
赤
奉
仕
団
�
 

+
訓
練
婆
領

マ
マ
気
象
通
報
マ
人
命
救
助
マ
水
防

工
法
マ
配
電
線
応
急
復
旧
マ
災
害
対

策
用
電
話
の
架
設
マ
応
急
医
療
マ
緊

¥ー

ρ山、� 
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室
内
に
は
浴
場

・
和
主
三
2
1
・
炊

川
内-

い山中室

・
ロ
ビ
ー
な
ど
、
お
と
し
よ
り
い

こ
の
貨
は
、
名
誉
町
民
・

故
例
制
�
 

朝
桐
奨
学
賞

お
め
で
と
う

大

井

〈
ん
と
佐
藤
さ
ん
に

-
L
，-I
E
f
-
-
z
i

3
4

221

5
1
-
4
1
2
i
l

4

4

」
�
 

ュョプ� 
-124 1
2

Z
Z
4
2
1
4
3

t

1

J
-
4
1
7
e
t

--」
:
一
デ
�
 

t
-

7

zi 

Z
2
-
T
E
A
-
-
4
2

I
3
1

コ
こ
�
 

『

+
4
4
J

d

(Jli本 )

庁
お
と
し
よ
り
の
別
荘
�
 

佐藤郁子さん� 大井祥博くん

d

山
十
先
生
の
尊
い
『
」
遺
志
を
永
久
に

残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄
附
さ
れ

た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

毎
年
、
勝
浦
中
川
マ
校
を
卒
業
す
る

生
徒
の
な
カ
で
、
学
業
お
よ
び
人
物

が
優
秀
で
、
心
身
と
も
川
出
金
三
か
た

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

wm

が
気
軽
に
休
養
、
娯
楽
、
そ
し
て
集
恥

会
�
 で
き
る
よ
う
に
ら
う
て
い
ま
す
。
ベ

こ
の
施
設
の
光
笑
に
よ
り
、
地
域
い

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
雲
此
な
活
動

J
U

侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
一
網

J

"
H
E

J
U

期

十

こ
'
コ
り
』
と
重

宇

L
4
J

.
n
U
4
3
円旭� 4
ヲ
4
1

H
Z
K

一

こ

の
交
通
安
全
作
文
は
、
各
…
�
 ~

一
小
学
校
の
五
年
生
を
対
象
に
募

一
一

一
集
し
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

一

一
た
も
の
で
す
。

一
い

が
急
に
ま
が

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一

ト
ハ
イ
に
乗

っ
て
い
た
人
に
川

し
で
も
、
自
動
車
の
運
転
手
に
し
て
日

も
、
自
分
だ
け
よ
か

っ
た
ら
い

い
と
川

い
う
よ
う
な
交
通
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
も
、
い

な
ん
に
も
知
ら
な
い
人
た
ち
ば
か
り
川

た
。
そ
ん
な
人
が
道
路
を
ど
う
と
う
一

と
走
る
し
か
く
な
ん
て
な
い
と
思
う
。
い

こ
う
い
う
考
、
ぇ
方
の
人
た
ち
に
よ

つ
い

て
、
あ
の
お
そ
ろ
し
い
事
故
が
お
こ
川

る
の
だ
。
一

歩
ま
ち
か
え
れ
ば
、
ゎ
一

た
し
た
ち
を
死
か
ま

っ
て
い
る
。

一

と
っ
て
も
べ
ん
り
な
白
動
車
。
し
い

か
し
、
べ
ん
り
な
だ
け
に
欠
点
が
あ
い

る
。
そ
の
欠
点
を
な
く
す
た
め
に
つ
中

く
ら
れ
た
の
が
交
通
き
そ
く
。
そ
れ
川

は
運
転
手
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
日

せ
ん
。
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
わ
た
い

し
た
ち
も
気
を
つ
け
ま
す
。
運
転
手
~

さ
ん
、
ど
う
か
交
通
き
そ
く
を
守

っ
…

て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
、
歩
行
い

者
の
こ
と
も
考
、
え
て
、
安
全
運
転
を

一

し
て
く
だ
さ

い
。

叫

そ
し
て
、
み
ん
な
で
交
通
き
そ
く
一

を
守
り
、
交
通
事
故
�
 
ゼ
ロ
)
を
め
レ

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

ぃ
�
 

ォ
l

O
(

川
�
 

F ーーー
F

F
t
!

l

l

1
1
1
1
1
1
i
l
I
l
o
-
-

}

l

j

:

i

‘
‘
‘
・
�
 

e・
‘
・
e
..‘
‘
‘.0
・
4
・0
・
‘
.
‘
.
‘
・i
・
6
・6
.

老
人
憩
い
の
家
完
成

越

国

彊

い

フ

ル

ル

ル

ル

ル

ブ

ル

ー

ペ

も

二
す
こ
い
立
日
と
と
も
に
、
歩
い
て
い

回
湖
町

)

て

一
一

一

回

魁

司

幽

堅

「

量

一両

国

ー

し

限

凶

副

襲

;

わ

た

し

童

画

面

一

|

遺

瞬

、

園

田

川

ト

パ

イ

が

か

す

事

陣
�
 随

一
回
開
園
�
 

崎
四
一一
開
制阿

�
 
動
7
1
蕗

遭

い

-
d
S
長
海
副
盟
理
ー

お
と
し
よ
り

の
多
年
の
聞
い
で
あ
�
 

「
キ
ャ
�
 の

般
を
す
れ
す
れ
に
オ
�
 

っ
て
走
っ
た
。

」
わ
た
し
は
思
わ
ず
悲

削
つ
曙
議
関
ヤ
鳴
を
上
げ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
つ
え
、

脚
議
川
し
り
も
ち
を
つ
い

て
ひ
ど
く
う
っ

た
。

E

っ
た
品
川
州
左
人
的
引
い

の

家

'

が

光

窃

長

彊

�

 

成
し
ま
し
た

O
E
-
-十
月
二
十
日
に

治
工
し
て
半
年
c

総
ゴ
ぃ
巾
�
 
H
a

貨
が
千
八

暗
躍
除
却盟
関
日
比
寸
�
 回
開
蝿

酔
匙
骨
掛
川
ス
ピ
ー
ド
い
は
ん
の
二
人
釆
リ
オ
|

百
万
円
、
総
面
約
が
二
百
寸
七
平
方

障
対
圃
園
内
�
 泊
四
4
髄

Bιi
・
圃
耳
世
田
園
�
 
ー
同
�
 

一
四
月
九
日
に
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
川
ト
ハ
イ
た
。
わ
た
し
は
ひ
う
く
り
さ

じ
の
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
屋
建
で
す
。

一
一
た

横

瀬

老

人

憩

い

の

一

家

ペ

ト

W
H

ih-a
H
E
R
b
-
w

明
峰
鞠
事
闘
門
川
凶
幽
閉

昭
和
五
十

一
年
度
制
桐
奨
学
賞
に

大
井
祥
博
く
ん
(
沼
江
�
 
)と
佐
繰
郁
子

さ
ん
(坂
木
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

M

町
内
で
�
 悼集
し
て
い
る
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

加
々
美
き
ん
は
岡
山
大
学
で
こ
ん
�
 

恥

せ
一ら
れ
た
う
え
、
ほ
ん
と
う
に
こ
わ

い
か
っ
た
つ
も
う
死
ぬ
か
と
思

っ
た
く

叩
ら
い
だ
ゥ
た
。
さ
い
わ
い
し
り
も
ち

e
・
�
 
・
-
-;・ 
i
・
‘
.
0
・'

.

チ
ョ
ウ
、
�
 1
千

蜘
匹
を
採
集
�
 

種* 
類

人で
畠250
同 種
各
士也
か
り

チ
ョ
ウ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
初
め

て
す
で
に
四
年
目
と
い
う
加
々
美
好

l

信
さ
ん
(
生
名
)
。

〈
写
真
〉

ガ
ラ
ス

ス
の
中
に
は
千
五
百
余

張
り
の
ケ

り
の
吠
ョ
ウ
が
き
ち
ん
と
ピ
ン
で
と

め
ら
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ラ

ベ
ル
に
石
垣
島
、

旭
川
市
、
中
国
産

地
な
ど
、
採
集
場
所
が
て
い
ね
い
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
�
 

‘
�
 
‘
‘
‘
.
‘
‘
‘
.
‘
‘
‘
.
‘
‘
‘

.

::・

A
、ぺ

1
2
T
E

-一
�
 

T
-
-
r
e
s
S
F
E
E

一ET
E
-
-
‘
�
 

r
z
E
T
-
E
z
r
a

白・
�
 

一「

1

-E

F司、、
Tv

ZBE 

-
T
 

r
 a
p
tai--zr22 

川レ

-j

，
 

ze--

虫
学
を
専
攻
。

卒
業
後
も
専
門
家
ゃ
一
を
つ
い
た
く
ら
い
だ
っ
た
け
と
、
も

大
学
の
教
段
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
ベ
し
さ

っ
き
は
ね
ら
れ
て
い
た
ら

鱗
組
(り
ん
し
�
 
)学
会
(会
長
三
千
人
)
い
と
考
え
る
と
こ
わ
く
な
勺
て
き
た
と

に
加
入
し
、
会
員
同
志
で
交
際
し
な
い
と
も
に
、
も
の
す
ご
く
は
ら
が
た

つ

が
ら
、
め
ず
ら
し
い
の
が
あ
れ
ば
交
ぺ

て
き
た
。
わ
た
し
は
、
ち
ゃ
ん
と
道

換
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

川
路
の
右
が
わ
を
歩
い
て
い
た
め
に
、

ぎ
っ
し
り
詰
ま

っ
た

ケ
|
ス
を
目
い
人
に
し
り
も
ち
を
つ
か
せ
て
お
い
て
、

の
前
に
、
加
々
美
さ
ん
は
、
チ
ョ
ウ
十
そ
の
ま
ま
知
ら
ん
か
お
し
て
い

つ
て

の
録
集
の
仕
方
や
保
管
の
方
法
な
ど
川
し
ま
つ
る
ん
て

・

。

の
説
明
を
し
な
が
ら

「
チ
ョ
ウ
の
種
�
 叫，

ま
だ
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
が
、
あ

類
は
三
百
往
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

そ

日

る

悶
っ
か
ど
を
歩
い

て
い
る
と
向
か

い
っ
て
右
が
わ
の
道
に
専
が
見
え
た
。

の
う
ち
わ
た
し
が
集
め
て
い
る
の
は

二
百
五
十
種
類
ほ
ど
で
す
」弘
と
語

っ

て
い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
か
た

し
か
し
方
向
し
じ
を
し
な
い
の
で
、

そ
の
ま
ま
ま

っ
す
ぐ
走

っ
て
い
く
な、

と
思

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
車

一
度
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
は
。
叩

・

j務内由紀�  

(撚小� 5l.1
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つ
ut
の
と
お
り
凶
月

一
日
付
で
人

昭和� 52年 5月1日 ヌb 'こ〉 つ ら 第83号

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

-
香
典
返
し
に
か
え
て

金

三
万
円

さ
さ
や
け
る
如
き
瓜
あ
り
竹
の
秋

以

本 

山
州
刑
事
峰

嚇
リ
に
凶
ま
れ
枇
肥

ωHり
返
す

坂

本

無

名

段

人

餓

岡

広

義

さ
ん 

(久

進
学
も
決
ま
り
岩
山
肌
ほ
し
い
ま
ま

み
仏
の
慈
削
持
し
て
花
の
旬
座

生

名

竹

林

白

山

川

出

江

小

宗

一

未
成

飢
に
泥

つ
け
て
戻
る
や
回
以
と
り

初
抗
し
の
び
鳴
き
す
る
夜
の
底

生

名

十大山判

、臼
歩

沼

一斗
小
川
主

五
月

ぜ
ん
ま
い
を
摘
む
山
以
に
独
り
来
て

化
の
寺
市
一
箱
隊
に
佐
べ
あ
り

生

名

山

崎

花

白

仏

沼

江

紛

堂

一

事
堂

女
手
の
苗
代
桝
の
大
た
わ
み

解
く
吋
刊
の
輪
の
中
に
座
し
花
疲
れ

生

名

丸

山

香

月

沼

げ

仏

大

岡

初

立
田

七
重
八
重
う
す
く
筏
み
て
春
の
山

山
ざ
く
ら
散
ら
し
て
小
局
群
れ
矧
て
り

足

骨

廿

勝

谷

お

廿

城

横

瀬

稼

勢

銀

忠

一

寺
の
隊
借
り
し
句
会
へ
花
吹
雪

パ
セ
リ
添
、
え
包
ん
て
渡
す
花
見
寿
司

掛

谷

野

上

す

み

れ

中

山

構

内

小

菊

虎
杖
を
向
く
差
し
上
げ
友
呼
べ
り

胤

市

谷

酌

津

光

洋

受
験
，
寸
に
合
格
の
文
字
大
き
か
り

一
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句
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。
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ぶ
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。
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迎
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